
血尿の疫学

- はじめに

血尿は腎尿路疾患の重要な徴候の一つである(表 )。顕微鏡的血尿が発見される頻度は加齢とともに増加し

男性と比較して女性に多くみられる。 ら が試験紙を用いて 歳から 歳以上の 人の健診受診者

を対象として検査を行い 尿潜血反応(＋)以上を血尿ありとして解析した結果から 血尿のみ または血尿と

蛋白尿を認めた者は男性では 女性では で その頻度は加齢とともに増加した(図 )。

ら が男女 人の職場健診受診者を対象として解析した結果から血尿の頻度は 男女を合わせた

集計であるが 歳未満で 歳代で 歳代で 歳代で 歳代で

歳以上で であり 歳代に至るまでは加齢に伴って増加した。

肉眼的血尿は尿路性器の良性疾患 悪性疾患を原因とするが 通常は血尿が自覚されるとともに患者が自主的

に医療機関を受診する。そのため 顕微鏡的血尿のように特定の集団または人口の中での発現頻度についての報

告はされていないが 膀胱腫瘍の は無症候性肉眼的血尿を契機として発見されるといわれる 。また腎癌は

近年は偶然に発見される症例が増えてきたものの 肉眼的血尿を伴う症例は を占めるとの報告がある 。
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図 健診受診者に認められた尿潜血反応(＋)以上と蛋白尿の頻度(2-4文献1より改変)

表 血尿をきたす疾患

糸球体疾患 糸球体腎炎 IgA腎症 AIport症候群 菲薄基底膜病(thin basement membrane病)

間質性腎炎 薬物過敏症など

血液凝固異常 凝固線溶異常(DIC 血友病) 抗凝固療法

尿路感染症 腎盂腎炎 膀胱炎 前立腺炎 尿道炎 尿路結核

尿路結石症 腎結石 尿管結石 膀胱結石

尿路性器腫瘍 腎細胞癌 腎盂腫瘍 尿管腫瘍 膀胱腫瘍 前立腺癌

尿路外傷 腎外傷 膀胱外傷

腎血管性病変 腎動静脈血栓 腎梗塞 腎動静脈瘻 腎動脈瘤 ナットクラッカー現象

憩室症 腎杯憩室 膀胱憩室

その他 壊死性血管炎 紫斑病 多発性嚢胞腎 海綿腎 腎乳頭壊死 前立腺肥大症 放射線性膀

胱炎 間質性膀胱炎
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